令和〇年〇月〇日
工場長 ○○○○ 様
製造部　○○○○
顛 末 書
このたび、当社が出荷した製品の一部に不具合が確認され、回収対応を実施する事態となりました件につき、事実経過および原因、今後の対応について下記のとおりご報告いたします。

1．発生日時および対象製品
令和○年○月○日
対象製品：○○製品（ロット番号：○○○○）

2．事案の概要
出荷済み製品に関し、取引先より製品の不具合に関する連絡があり、調査を実施した結果、同一ロットにおいて複数の不良が発生していることが判明いたしました。
不具合の内容は、製品の一部機能が正常に動作しないものであり、使用状況によっては業務に支障をきたす可能性がある状態でした。

これを受け、当該ロット製品については出荷停止措置を行うとともに、既に出荷済みの製品について回収対応を開始いたしました。

3．発生の経緯
当該製品は通常どおり製造・検査を経て出荷されましたが、出荷後に取引先から不具合の指摘があり、品質管理部門にて詳細な確認を実施いたしました。
その結果、同ロット内で同様の不具合が再現されることが確認され、不良の発生が判明しました。

判明後は速やかに関係部署へ報告を行い、対象製品の特定、出荷履歴の確認、回収対象の抽出を行い、順次回収対応を進めております。

4．原因の分析
本件の主な原因は、製造工程における品質確認の不足および最終検査工程での検出漏れにあると考えられます。
具体的には、
・特定条件下で発生する不具合に対する検証が不十分であったこと
・検査基準が実際の使用環境を十分に想定していなかったこと
・検査工程における確認手順の徹底不足
などが重なり、不良品が出荷される結果となりました。

5．影響範囲
・対象ロットの出荷製品（約○○台）
・取引先○社への納入分
・現時点で重大な事故や安全上の問題は確認されておりませんが、業務への影響が発生している可能性があります

6．対応状況および再発防止策
本件を受け、以下の対応および再発防止策を実施しております。

【対応状況】
・対象製品の出荷停止および回収対応の実施
・取引先への状況説明および対応方針の共有
・回収品の検査および原因特定のための分析実施

【再発防止策】
・検査基準の見直しおよび試験項目の追加
・製造工程における品質チェック体制の強化
・検査担当者への教育および作業手順の再徹底
・異常発生時の報告・共有フローの迅速化

本件により、関係各位に多大なるご迷惑とご心配をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。
今後は品質管理体制の一層の強化を図り、再発防止に努めてまいります。

以上
